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配付資料１



１．短期大学認証評価の概要



目的

⚫ 社会に対する教育研究活動の質保証

⚫ 教育の改善・向上の継続的な支援

⚫ 短期大学の社会に対する説明責任の履行支援
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評価の特徴

⚫ 内部質保証システムの有効性に着目した評価

全学的観点からの評価、学習成果

⚫ 自己改善機能を重視した評価

自己点検・評価を基礎とし、かつ認証評価を通じて短期大学自身が改善・

向上に取り組むことにつながるような評価

⚫ 理念・目的の実現に向けた取り組みを重視する評価

教育活動の充実・向上につながる評価

⚫ 継続的な改善・向上を支援する評価

認証評価後も適切にフォローアップ
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評価の特徴

⚫ 特色ある取り組みをエンカレッジ

特色ある優れた取り組みを評価し、その伸長に貢献

⚫ ピア・レビューを重視する評価

短期大学の教職員を中心として教育研究活動等に対する経験と理解に

立って評価
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全学的観点からの評価 6

内部質保証 ＝ 全学的な取り組み

個々の細分化された視点に立つのみ

自己点検・評価も、評価者による評価も、
常に全体を視野に入れる「全学的観点」が重要

これまでは、学科・専攻科ごとの自己点検・評価を
柱建てして点検・評価報告書に記述し、評価者も
それによって評価していた。



評価のプロセス 7

①自己点検・評価
（～認証評価実施前年度）

⑧「改善報告書」の検
討及び結果通知・公表

②書面評価
（認証評価実施年度５～９月）

⑦「改善報告書」の
作成・提出 （３年後の７月）

③実地調査
（同９～10月）

⑥短期大学認証評価結果
の通知・公表 （同３月）

④「短期大学認証評価
結果（委員会案）」を
短期大学へ提示 （同12月）

⑤意見申立
（同１月）

「点検・評価報告書」等の評価
資料を評価実施年度４月１日

までに提出



２．短期大学基準について
－主要概念を中心に－



基準の概要

⚫ 構成

• 大綱的な「基準」とその具体を示した「解説」で構成

• １～10基準で構成

⚫ 基準に付随する各種のツール
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点検・評価項目

基準に沿って短期大学が自己点検・評価／評価者が評価する際の枠組み

評価の視点

自己点検・評価する際に設定する
より具体的な視点

評価者の観点

点検・評価項目によりながら認証評価
を行っていくためのもの

基礎要件に係る評価の指針

判定及び判定保留の基準の運用指針

短期大学による自己点検・評価 大学基準協会による評価



基準の構成 10

６ 教員・教員組織 ７ 学生支援

３ 教育研究組織

２ 内部質保証

１ 理念・目的

教育課程の編成

・実施方針

学生の受け入れ

方針学位授与方針

５ 学生の受け入れ４ 学習成果

９ 社会連携・社会貢献８ 教育研究等環境

10 大学運営・財務

４ 教育課程

諸活動を包摂するもの
（＝諸活動の総合）
としての内部質保証

活動の出発点



基準の概要

基準１ 理念・目的

理念に基づく教育研究上の目的や中・長期計画等の設定

基準２ 内部質保証

内部質保証システムの構築と恒常的・継続的なその運用

基準３ 教育研究組織

学科等の教育研究組織の整備

基準４ 教育課程・学習成果

ＤＰ、ＣＰの設定とそれに基づく教育活動の展開、学習成果の把握・
評価と、その結果の改善・向上活動等での活用
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基準の概要

基準５ 学生の受け入れ

ＡＰの設定とこれに沿った公正な学生の受け入れ、定員管理

基準６ 教員・教員組織

教員組織の整備、教員の任用とその資質向上（ＦＤ）

基準７ 学生支援

修学支援、生活支援、進路支援支援等の実施

基準８ 教育研究等環境

施設・設備の整備と管理、図書館、教員の教育研究活動に対する
人的・物的支援、研究倫理
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基準の概要

基準９ 社会連携・社会貢献

社会との連携、教育研究成果の還元による社会貢献

基準10 大学運営・財務

明文化された規程に基づく大学運営、事務組織の設置と機能、
大学運営に関する教職員の資質向上（ＳＤ）、監査
財務基盤の確立と運用

13



基準のデザイン 14

短期大学は、…授与する学位ごとに、…学位授与方針を定め、公表しなければならない。
また、…教育課程の編成・実施方針を定め、公表しなければならない。

短期大学は、…教育課程の編成・実施方針に基づいて授業科目を適切に開設し、
教育課程を体系的に編成しなければならない。…

短期大学は、教育課程の編成・実施方針に基づき、授業内外における学生の学習を活性化し、
効果的に教育を行うための様々な措置を講じなければならない。…

短期大学は、…厳格かつ適正な成績評価及び単位認定を経て、適切な責任体制及び手続によって
学位授与を行わなければならない。

短期大学は、学位授与方針に示した知識、技能、態度等の学習成果を学生が修得したかどうかを
把握し、評価することが必要である。…

短期大学は、教育課程及びその内容・方法の適切性について定期的に点検・評価し、
その結果を改善・向上に結びつける必要がある。

方針

取り
組み

点検・
評価
改善・
向上

⚫ 方針設定から改善・向上に至る展開
基準４解説 （抄）



基準をよりよく理解するために 15

短期大学基準をよりよく理解するための主要概念は何か？

→ ここでは、以下の３つを取り上げて説明

内部質保証

学習成果

全学的観点



内部質保証｜基準２の内容 16

内部質保証システムを十全に機能させ、教育の質を保証するためには、その理念・目的の実現に向
けて、学位授与方針、教育課程の編成・実施方針及び学生の受け入れ方針の策定のための全学的な
基本方針を定めた上で、原則として、授与する学位ごとに上記３つの方針を策定しなければならな
い。そして、それら３つの方針に基づき教育活動を展開するとともに、教育活動の有効性の検証と
その検証結果を踏まえた改善・向上を恒常的・継続的に行うことが必要である。全学内部質保証推
進組織は、３つの方針が全学的な基本方針に沿って策定され、また３つの方針に基づく教育活動、
その検証及び改善・向上の一連のプロセスが適切に展開するよう、必要な運営等を行う役割を担わ
なければならない。

内部質保
証の機能
性の向上

ー教育活動の
展開、その
検証と改善

短期大学教育の質を保証する第一義的責任は短期大学自身にある。短期大学は、その理念・目的の実
現に向けて、内部質保証システムを構築し十全に機能させ、恒常的・継続的に短期大学教育の質の保
証及び向上に取り組まなければならない。内部質保証とは、ＰＤＣＡサイクル等を適切に機能させる
ことによって、質の向上を図り、教育・学習等が適切な水準にあることを大学自らの責任で説明し証
明していく学内の恒常的・継続的プロセスのことである。

内部質
保証の
定義

内部質保証に関わる学内の様々な取り組みが円滑に進むよう、短期大学は、その理念・目的等に照
らして、短期大学全体として内部質保証の推進に責任を負う組織（以下、「全学内部質保証推進組
織」という。）を整備するとともに、内部質保証のための全学的な方針及び手続（以下、「内部質
保証の方針及び手続」という。）を明示しなければならない。短期大学は、この内部質保証の方針
及び手続に、内部質保証に関する短期大学の基本的な考え方、全学内部質保証推進組織の権限と役
割、全学内部質保証推進組織と学科、専攻科その他の組織との関係、教育の企画・設計、運用、検
証及び改善・向上のための指針等を定める必要がある。

全学内部
質保証推
進組織・
方針及び
手続の
設定



内部質保証｜基準２の内容 17

教育活動の有効性を検証し必要な改善・向上を図るために、内部質保証の方針及び手続に基づき、
学科、専攻科その他の組織は、短期大学の理念・目的並びに３つの方針及びその他の方針に照らし
ながら、定期的に自己点検・評価を実施しなければならない。その際、自己点検・評価の客観性及
び妥当性を高めるために外部からの評価を取り入れるなどの工夫を講じることが必要である。また、
行政機関、認証評価機関等からの指摘事項についても、その対応を検討しなければならない。こう
した学科、専攻科その他の組織が実施した自己点検・評価については、明確な行動計画を伴った教
育の改善・向上に連動しなければならない。そのために、全学内部質保証推進組織は、短期大学全
体の取り組み状況を常に把握しながら、学科、専攻科その他の組織に対し必要な指示を与え調整を
図るなど、学内の取り組みを促進させる中心的役割を担うことが必要である。

内部質保証
の機能性の
向上

－自己点検・
評価

短期大学は、社会の負託を受けた自律的な組織体であることに鑑み、教育研究活動、自己点検・
評価結果、財務、その他の諸活動の状況等については、刊行物、インターネットその他の周知方法
を通じて積極的に公表し、社会に対する説明責任を果たさなければならない。

情報
公表

短期大学は、内部質保証システム自体の適切性について定期的に点検・評価し、その結果を改善・
向上に結びつける必要がある。

内部質
保証シ
ステム
の検証
と改善



内部質保証｜内部質保証のための方針及び手続

• 内部質保証は全学的な活動

＝ 特定の者だけが考えを持ち、取り組むべきものでない。

基本的な考え方や学内の役割関係などを明確にし、共有することが重要
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・・・内部質保証のための全学的な方針及び手続（以下、「内部質保証の方針及び手続」
という。）を明示しなければならない。短期大学は、この内部質保証の方針及び手続に、
内部質保証に関する短期大学の基本的な考え方、全学内部質保証推進組織の権限と役割、
全学内部質保証推進組織と学科、専攻科その他の組織との関係、教育の企画・設計、運用、
検証及び改善・向上のための指針等を定める必要がある。

基準２解説 第２段落



内部質保証｜内部質保証のための方針及び手続

⚫ 方針及び手続の具体的な内容例

内部質保証に関する基本的な考え方

全学内部質保証推進組織の権限と役割

全学内部質保証推進組織と学科・専攻科その他の組織との役割分担

教育の企画・設計、運用、検証及び改善・向上のための指針 等

⇒ それぞれの規模、特性等を考慮し、各短期大学が考える必要あり。
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内部質保証｜全学内部質保証推進組織 20

内部質保証に関わる学内の様々な取り組みが円滑に進むよう、短期大学は、その理念・目的等に照ら
して、短期大学全体として内部質保証の推進に責任を負う組織（以下、「全学内部質保証推進組織」
という。）を整備する・・・

全学内部質保証推進組織は、３つの方針が全学的な基本方針に沿って策定され、また３つの方針に基
づく教育活動、その検証及び改善・向上の一連のプロセスが適切に展開するよう、必要な運営等を行
う役割を担わなければならない。

全学内部質保証推進組織は、短期大学全体の取り組み状況を常に把握しながら、学科、専攻科その他
の組織に対し必要な指示を与え調整を図るなど、学内の取り組みを促進させる中心的役割を担うこと
が必要である。

⚫ 役割
学科等の教育活動の一連のプロセスが適切に展開するよう、必要な運営等を実施
学科等が教育活動を定期的に検証し、改善できるよう支援

＝ 単に自己点検・評価を実施するためだけの組織でない。

基準２解説 第２～第４段落
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➢ 組織を新設しなければならない？

← 必ずしもそうでない。その役割を担うに十分であれば既存の組織が担

うかたちでよい。

➢ 併設大学と合同ではだめ？

← 必ずしもそうでない。短期大学の特性、独自性への十分な配慮、短期

大学の主体性の尊重がなされ、また、短期大学の内部質保証システムが

有効に機能する結果につながりえるならば、組織のかたちは問わない。

内部質保証｜全学内部質保証推進組織



全学
内部質保証
推進組織

各
学科

D

P

C

A

各専
攻科 D

P

C

A

運営・支援

自己点検・評価
の結果を報告

P内部質保証のための全学的な方針・手続に基
づく教学マネジメント
に関わる目標・計画等
の設定

D各学科・専攻科その他の
組織に対する教
学マネジメント

C教学マネジメントの適切性、有効性の検証

A
検証結果を
もとにした
改善・向上
のための行
動計画の作
成、運用へ

【P】３つの方針に基づく教育の企画・設計
【D】教育活動の展開
【C】教育の有効性の検証（自己点検・評価）
【A】検証結果を踏まえた改善・向上

内部質保証｜全学内部質保証推進組織 22

全学内部質保証推進組織を中心とした
内部質保証システムのイメージ



23

短期大学は、…授与する学位ごとに、…学位授与方針を定め、公表しなければならない。
また、…教育課程の編成・実施方針を定め、公表しなければならない。
短期大学は、…教育課程の編成・実施方針に基づいて授業科目を適切に開設し、教育課程を体系的に編成しなければな
らない。…
短期大学は、教育課程の編成・実施方針に基づき、授業内外における学生の学習を活性化し、効果的に教育を行うため
の様々な措置を講じなければならない。…
短期大学は、…厳格かつ適正な成績評価及び単位認定を経て、適切な責任体制及び手続によって学位授与を行わなけれ
ばならない。
短期大学は、学位授与方針に示した知識、技能、態度等の学習成果を学生が修得したかどうかを把握し、評価すること
が必要である。…
短期大学は、教育課程及びその内容・方法の適切性について定期的に点検・評価し、その結果を改善・向上に結びつけ
る必要がある。

学習成果｜基準４の内容

基準４解説 （抄）



24学習成果｜基準４の内容

➢ 成果を上げているか否かが厳しく問われる？

← そうでない。

「学生に何を修得させるか」を考えの中心に置き、教育活動に取り組む

ことの重要性を意味。 基準４は、学習成果の設定から始まる
プロセスを一連の流れで規定

⚫具体的には…
✓ DP、CPの明確化、学習成果を主軸とした学位プログラムの体系化
✓ 効果的な教育方法の展開、学習支援の実施
✓ 教育システム、プロセスの定期的な検証と改善
（学習成果の把握・評価と、その結果の活用を含む）

把握・評価の方法と、設定した
学習成果との関係性に留意



25全学的観点

全学的観点 ＝ ・個々の学科等を包括するような観点

・全学内部質保証推進組織の機能、短期大学執行部
の責任を重視する観点

→ 短期大学基準では…

短期大学は、その理念・目的を実現するために、…学位授与方針を定め、…しなければならない。
…
短期大学は、…教育課程を体系的に編成しなければならない。

基準４解説 （抄）

「短期大学」を主語とする文が、短期大学基準の基調
＝ 組織としての短期大学の責任を表現。



26全学的観点

→ 点検・評価項目、評価の視点（例）では…

この部分の自己点検・評
価は、各学科・専攻科が
それぞれ行うだけでなく、
それを踏まえて全学的な
観点から全体をとらえ返
す手続きが必要。また、
各学科・専攻科が適切に
教育課程を編成できるよ
うに短期大学としてとっ
た全学的支援等まで対象
にすることが必要。

点検・評価項目 評価の視点
③ 教育課程の編成・実施
方針に基づき、ふさわしい
授業科目を開設し、教育課
程を体系的に編成している
か。

○各学科・専攻科において適切に教育課程
を編成するための措置
・教育課程の編成・実施方針と教育課程の
整合性
・教育課程の編成にあたっての順次性及び
体系性
への配慮
・単位制度の趣旨に沿った単位の設定
・個々の授業科目の内容及び方法
・授業科目の位置づけ（必修、選択等）
・短期大学士課程及び専攻科課程それぞれ
にふさわしい教育内容の設定（初年次教
育・高大接続への配慮、教養教育と専門
教育の適切な配置等） 基準４解説 （抄）
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⚫質問は随時受け付けております。

• 本日の説明、その他内部質保証や短期大学認証評価一般に関わること：

→ 評価研究部 企画・調査研究課

Tel 03-6228-1315

E-mail kikaku@juaa.or.jp

大学基準協会ウェブサイト http://www.juaa.or.jp


